
や
田
畑
が
箱
庭
の
よ
う
に
点
在
す
る
蒜
山

高
原
を
眼
下
に
、
上
蒜
山
、
下
蒜
山
、
大

山
の
南
壁
な
ど
が
一
望
で
き
、
汗
も
疲
れ

も
吹
き
飛
び
ま
す
。

時
間
が
あ
れ
ば
上
蒜
山
、
下
蒜
山
へ
と

縦
走
も
楽
し
め
ま
す
が
、
今
回
は
往
路
を

下
り
、
約
2
時
間
で
塩
釜
冷
泉
に
戻
り
ま

し
た
。
こ
の
付
近
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
、
蒜
山
登
山
の
基
地
と
し
て
も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

登
山
の
他
に
も
蒜
山
高
原
に
は
豊
か
な

自
然
の
中
で
の
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。
延

長
2
5
・
4
㎞
の
蒜
山
高
原
自
転
車
道
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
楽
し
ん
だ
り
、
蒜
山
や

つ
か
温
泉
「
快
湯
館
」
で
汗
を
流
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
乳
製
品
や
高
原
野

菜
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ひ
と

足
早
く
秋
を
迎
え
る
蒜
山
高
原
。
豊
か
な

自
然
の
恵
み
と
と
も
に
大
き
な
感
動
の
お

土
産
を
持
ち
帰
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

八束村
夏
は
避
暑
に
、
冬
は
ス
キ
ー
に
と
年
間

を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
西
の
軽

井
沢
と
呼
ば
れ
る
蒜
山
高
原
。
高
速
道
路

の
開
通
と
と
も
に
年
々
観
光
客
の
数
が
増

え
、
県
内
で
は
倉
敷
美
観
地
区
に
次
い
で

2
番
目
に
多
い
2
5
7
万
人
（
平
成
11
年

度
）
が
訪
れ
る
人
気
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
蒜
山
地
方
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
の
が
、「
蒜
山
三
座
」
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
て
い
る
上
蒜
山
（
標
高
1，
2

0
2
ｍ
）・
中
蒜
山
（
標
高
1，
1
2
2

ｍ
）・
下
蒜
山
（
標
高
1，
1
0
0
ｍ
）。

大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
属
し
、
鳥
取
県
と

の
県
境
に
3
つ
の
峰
が
連
な
る
蒜
山
三
座

の
山
裾
に
は
な
だ
ら
か
な
草
原
が
広
が

り
、
茶
色
い
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
た
ち
が
の
ん

び
り
と
草
を
食
む
雄
大
な
風
景
に
魅
了
さ

れ
ま
す
。

蒜
山
三
座
は
登
山
道
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
年
間
約
5
万
人
が
登
山
や
縦
走
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
各
山
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
塩
釜
か
ら
約
2

時
間
半
で
登
れ
る
中
蒜
山
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
中
蒜
山
の
登
山
口
は
、
名
水
百
選
の

塩
釜
の
冷
泉
の
近
く
か
ら
。
1
合
目
、
2

合
目
と
ゆ
る
や
か
な
雑
木
林
の
間
を
歩
い

て
い
き
ま
す
。
暑
い
日
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
カ
シ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
広
葉
樹
の
中
は

涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
3
合
目
か
ら
勾

配
が
急
に
き
つ
く
な
っ
て
き
ま
す
。
息
を

切
ら
し
な
が
ら
4
合
目
か
ら
5
合
目
へ
と

頑
張
っ
て
登
っ
て
い
く
と
、
よ
う
や
く
勾

配
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
、ほ
っ
と
ひ
と
息
。

5
合
目
に
は
小
さ
な
社
が
祭
っ
て
あ
り
、

視
界
が
開
け
る
場
所
で
は
、
高
原
の
風
景

が
眺
望
で
き
ま
す
。
6
合
目
あ
た
り
か
ら

ま
た
勾
配
が
急
に
な
り
、
直
登
と
い
っ
て

も
い
い
ほ
ど
の
傾
斜
に
な
り
ま
す
。
ロ
ー

プ
が
あ
っ
た
り
、
7
合
目
に
は
鎖
が
準
備

し
て
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
使

わ
ず
に
何
と
か
登
っ
て
行
き
ま
す
。
し
ば

ら
く
す
る
と
視
界
が
広
が
り
、
8
合
目
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
も
う
ひ
と
頑
張
り
。
ロ

ー
プ
が
用
意
さ
れ
た
2
カ
所
の
勾
配
を
越

え
る
と
尾
根
に
出
ま
す
。
尾
根
を
左
に
行

く
と
や
っ
と
山
頂
へ
出
ま
し
た
。
山
頂
は

平
ら
で
広
く
、
眺
め
は
最
高
。
赤
い
屋
根

蒜ひ

る

山ぜ

ん

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしいインキを使用しています。

お問い合せ

岡
山
県
真
庭
郡
八
束
村
役
場
産
業
振
興
課

1
0
8
6
7
ー

6
6
ー

2
5
1
1

塩釜冷泉

ひるぜん3×3＝9・クイズラリー開催中　　期間平成13年8月1日～11月30日
お問い合せ 蒜山観光協会（0867）66-3220
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482
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Ｐ 
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避難小屋 
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自転車道 

ふるさと 
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塩釜冷泉 
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い
古
紙
１
０
０
％
配
合
の
新
聞
用
紙
製
造
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

山
陽
新
聞
社
で
は
、
今
後
、
森
林
資
源
、
環
境
保
全

や
可
燃
ご
み
減
量
化
の
観
点
か
ら
、
恒
久
的
な
古
紙
リ

サ
イ
ク
ル
を
見
通
し
、
将
来
的
に
は
古
紙
配
合
率
を
さ

ら
に
高
め
た
新
聞
用
紙
に
切
り
替
え
て
い
く
方
針
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

新
聞
印
刷
で
使
う
イ
ン
キ
は
、
黄
、
紅
、
藍
の
カ
ラ

ー
イ
ン
キ
と
墨
イ
ン
キ
の
４
色
が
必
要
で
す
。
石
油
系

用
紙
再
生
は
繊
維
（
パ
ル
プ
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

古
紙
原
料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
古
紙
原
料
の
在
庫

期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
た
り
、
脱
イ
ン
キ
設
備
に

新
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
の
企
業
努
力
に
よ
り
、
機
能

は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
同
じ
も
の
を
使
っ
た
場

合
、
最
大
５
〜
６
回
は
繰
り
返
し
て
再
生
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
技
術
革
新
で
、
多

色
刷
り
の
チ
ラ
シ
で
も
処
理
可
能
な
Ｄ
Ｉ
Ｐ
（
脱
墨
パ

ル
プ
）
設
備
が
開
発
さ
れ
、
新
聞
古
紙
と
チ
ラ
シ
を
合

わ
せ
て
処
理
す
る
こ
と
で
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
を
使
わ
な

所 　 在 　 地…倉敷市片島町964-1
敷 地 面 積…7,683㎡

新聞印刷センター

新聞製作の移り変わり 

1879年（明治12年） 

1885年（明治18年） 

1892年（明治25年） 

1907年（明治40年） 

1936年（昭和11年） 

1937年（昭和12年） 

1945年（昭和20年） 
 

1946年（昭和21年） 

1948年（昭和23年） 
 

1961年（昭和36年） 

1970年（昭和45年） 
 

1979年（昭和54年） 
 

1982年（昭和57年） 
 
 

1986年（昭和61年） 
 
 

1989年（平成元年） 

1990年（平成2年） 
 

1991年（平成3年） 

1993年（平成5年） 
 
 

1994年（平成6年） 
 

1995年（平成7年） 
 
 

1996年（平成8年） 
 
 

1999年（平成11年） 
 

2001年（平成13年） 

西尾吉太郎が山陽新報を創刊 

地方紙として初めての夕刊発行 

坂本金弥が中国民報を創刊 

中国地方初の輪転機印刷を開始 

山陽新報と中国民報が合併 

合同新聞となる 

空襲により本社焼失。疎開工場
で新聞発行を続ける 

夕刊岡山、山陽朝報を創刊 

合同新聞を山陽新聞に改題。山
陽新聞社会事業団を設立 

本社社屋が完成 

超高速輪転機による20ページ
印刷開始 

創刊100周年。記念事業「瀬戸
内2001博」開催 

朝刊発行部数40万部突破。新聞
製作センター第１期工事完成。オ
フセット輪転機による印刷開始 

新聞製作センター第2期工事完成。
全面ＣＴＳ（コンピューター化）が
完成。活字がなくなる 

CTS・フルページシステムが完成 

山陽新聞印刷センター（倉敷市）
が完成 

ワープロ・オンラインシステム稼働 

集配信から画像処理、組版、紙面
電送までのトータルシステムが
完成 

朝刊発行部数45万部を達成。電
子編集システム運用開始 

読者からの阪神淡路大震災義援
金9億4千万円余を寄託。広告情
報電算化システム運用開始 

カラー12カ面・40ページ印刷
体制確立。新聞記事データベー
スが完成 

創刊120周年。朝刊発行部数
47万部を達成 

新製作システム構築中 

46万部 

45万部 

44万部 

43万部 

42万部 

41万部 

40万部 

66％ 

65％ 

64％ 

63％ 

62％ 

61％ 

60％ 

59％ 

平
成 

元
年 

2
年 

3
年 

4
年 

5
年 

6
年 

7
年 

8
年 

9
年 

10
年 

11
年 

12
年 

13
年 

平成13年1月現在の岡山県の山陽新聞朝刊の発行部数と世帯普及率の推移 

410,319部 

419,201部 
421,396部 

427,313部 
433,004部 

425,317部 
430,044部 

436,622部 

444,029部 

452,472部 
452,767部 

453,201部 

414,201部 

世帯普及率（　　　　） 

発行部数 

発行部数 

世帯数 編集・制作 

取　材 

印　刷 

通信社 

発　送 

配達 

読　者 

●コンピューター化 

●古紙 
●環境対応型インキ 

新聞が読者のもとに届くまで 

本社・支社支局 

販売所 

所 　 在 　 地…岡山市柳町2-1-23
敷 地 面 積…4,951㎡

本　社
所 　 在 　 地…岡山市新屋敷町1-1-18
敷 地 面 積…6,165㎡

新聞製作センター

境
に
対
し
て
の
様
々
な
取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

山
陽
新
聞
社
が
採
用
し
て
い
る
新
聞
用
紙
は
、
大

王
、
王
子
、
日
本
、
兵
庫
、
讃
州
の
計
５
社
の
製
紙
メ

ー
カ
ー
か
ら
購
入
し
た
古
紙
配
合
率
６０
〜
７５
％
の
も
の

を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
新
聞
用
紙
よ
り
古
紙

配
合
率
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
製
紙
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
従
来
の
紙
面
と
変
わ
り
な
く
印
刷
で
き
ま
す
。

古
紙
再
生
の
仕
方
は
、
ま
ず
、
古
紙
を
大
型
の
ミ
キ

サ
ー
用
設
備
や
古
紙
の
洗
濯
機
役
を
す
る
機
械
に
か
け

ま
す
。
こ
の
工
程
で
古
紙
中
に
含
ま
れ
る
異
物
や
、
イ

ン
キ
・
汚
れ
が
落
と
さ
れ
、
古
紙
パ
ル
プ
に
変
わ
り
ま

す
。
古
紙
パ
ル
プ
は
こ
の
後
、
抄
し
ょ
う
紙し

機き

ラ
イ
ン
を
通
っ

て
新
た
な
新
聞
用
紙
に
再
生
さ
れ
ま
す
。
出
来
上
が
っ

た
用
紙
は
、
巻
き
取
り
の
長
さ
別
に
つ
く
ら
れ
、
主
に

３５
連
（
９，

５
５
５
ｍ
）
か
ら
７０
連
（
１
９，

１
１
０

ｍ
）
ま
で
８
種
類
の
ロ
ー
ル
状
に
な
っ
た
新
聞
巻
取
紙

に
分
け
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
社
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
で
き
た
新
聞
用
紙
は
、
再
び
ニ
ュ
ー
ス
や
広

告
な
ど
の
情
報
を
満
載
し
た
新
聞
紙
に
刷
り
上
が
り
、

私
た
ち
の
手
元
に
届
き
ま
す
。

毎
朝
、
各
戸
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
満
載
し
た
紙

面
が
届
く
と
い
う
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
日
本
の
新

聞
シ
ス
テ
ム
。
世
界
や
日
本
各
地
の
出
来
事
が
活
字
と

な
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
紙
面
を
め
く
る
と
政
治
経

済
か
ら
生
活
文
化
ま
で
多
種
多
様
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
聞
は
、
も
は
や
現
代
社
会
に
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
原
料
に
大
量

の
紙
を
使
い
ま
す
。
循
環
型
社
会
に
ど
う
貢
献
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
情
報
の
伝
達
と
い
う
役
目
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
、環
境
面
で
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
、

山
陽
新
聞
社
総
務
局
の
中
村
憲
一
局
次
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
山
陽
新
聞
社
は
、
創
刊
１
２
０
余
年
の
長
き
に
わ

た
り
『
地
域
と
と
も
に
、
読
者
と
と
も
に
』
を
信
念
に
、

地
域
に
こ
だ
わ
り
、読
者
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

新
聞
づ
く
り
に
お
け
る
環
境
面
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
山
陽
新
聞
社
で
は
既
に
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
で
作

っ
た
新
聞
用
紙
を
全
面
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
新
聞
業

界
全
体
で
も
『
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
製
品
づ
く
り
』

を
め
ざ
し
、
古
紙
配
合
率
の
高
い
新
聞
用
紙
や
環
境
対

応
型
イ
ン
キ
を
使
っ
た
新
聞
づ
く
り
が
本
格
化
し
て
い

ま
す
。
当
社
で
も
、
古
紙
配
合
率
の
高
い
用
紙
を
使
い
、

印
刷
イ
ン
キ
も
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
か
ら
環
境

対
応
型
イ
ン
キ
に
変
え
る
な
ど
、
環
境
保
全
と
人
の
健

康
に
配
慮
し
た
新
聞
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

１
９
９
９
年
（
平
成

１１
年
）
に
創
刊
１
２

０
周
年
を
迎
え
た
の

を
機
に
、
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
環

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『
つ
く
ろ
う
！
　
ふ
れ

あ
い
の
森
』
を
展
開

し
て
い
ま
す
」
と
中

村
局
次
長
。
毎
日
、

新
聞
を
読
ん
で
い
る

私
た
ち
に
は
気
付
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
環

21
世
紀
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

地
球
の
温
暖
化
、
廃
棄
物
問
題
、
オ
ゾ
ン
層
や
熱
帯
雨
林
の
破
壊
な
ど
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
に
直
面
す
る
私
た
ち
。
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
、
社

会
活
動
全
般
を
通
じ
て
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幅
広
い
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
環
境
対
策
を
ご
紹
介
す
る
「
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
シ
リ
ー
ズ
第
3
回
は
、
新
聞
業
界
か
ら
山
陽
新
聞
社
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
地
元
岡
山
の
情
報
を
き
め
細
か
く
伝
え
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
山
陽
新
聞
社
。
創
刊
1
2
0
余
年
に
わ
た
っ
て
「
地
域
と

と
も
に
」
激
動
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア
の
、
環
境
面
で
の
様
々
な
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

山陽新聞社 シリーズ 

新聞業界



環 　　　境 環 　　　境 

21世紀・循環型社会の形成をめざして

１０
年
度
は
、「
山
陽
新
聞
創
刊
１
２
０
周
年
記
念
エ
コ

ラ
イ
フ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
岡
山
か
ら
地
球
環
境
を
考
え

る
」
と
い
う
環
境
企
画
で
新
聞
広
告
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「

岡
山
か
ら
地
球
環
境
を
考
え
る
」
は
、「
地
球
温

暖
化
防
止
京
都
会
議
」
が
開
か
れ
た
平
成
９
年
１２
月
か

ら
６
回
に
わ
た
っ
て
カ
ラ
ー
の
見
開
き
紙
面
で
連
載
。

「
大
気
」「
森
」「
川
」「
湖
」「
海
」
の
５
部
門
に
分
け

て
地
球
環
境
の
保
護
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

地
球
環
境
の
保
護
に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
座
談
会

の
記
事
で
構
成
し
ま
し
た
。
平
成
１３
年
夏
は
岡
山
県
内

の
親
子
を
対
象
に
、
講
演
会
、
植
樹
会
や
環
境
に
配
慮

し
た
企
業
の
見
学
ツ
ア
ー
や
キ
ャ
ン
プ
を
盛
り
込
ん
だ

山
陽
新
聞
エ
コ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
球
環
境
と
私
た
ち
」

を
実
施
し
、
読
者
の
環
境
意
識
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

山
陽
新
聞
社
は
、
創
刊
以
来
、「
地
域
と
と
も
に
、

読
者
と
と
も
に
」
を
編
集
の
柱
と
し
、「
地
域
に
根
ざ

し
た
」「
地
域
の
発
展
・
文
化
の
向
上
」
を
め
ざ
し
て
、

地
域
に
密
着
し
た
紙
面
の
制
作
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
き
め
細
か
い
情
報
・
通
信
網
は
本
社
の
他
に
、
９

つ
の
支
社
、
２０
の
支
局
１
通
信
部
に
よ
る
も
の
。
岡
山

県
内
全
域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
「
全
県
版
」
と
と
も

に
、各
地
域
ご
と
に
１２
の
圏
域
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

読
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ニ

ュ
ー
ス
が
き
め
細
か
く
伝
わ
る
安
心
感
に
つ
な
が
り
、

発
行
部
数
は
毎
年
増
加
を
続
け
、
備
後
版
と
香
川
版
を

含
め
た
エ
リ
ア
内
の
総
発
行
部
数
は
４
７
１，

０
０
１

部
（
平
成
１３
年
１
月
）
に
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

岡
山
県
内
の
発
行
部
数
は
４
５
３，

２
０
１
部
で
、
世

帯
普
及
率
は
６
４
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
熱
い
思
い
、
愛
情
あ
る
ま
な
ざ
し
を
紙
面

に
盛
り
込
む
山
陽
新
聞
社
。
こ
れ
か
ら
も
、
環
境
問
題

を
も
含
む
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
と
と

も
に
さ
ら
に
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

第
3
回
植
樹
会

◆
平
成
12
年
5
月
7
日
　
　

岡
山
県
真
備
町
「
真
備
美
し
い
森
」

植
樹
面
積

1.3
ha

植
樹
本
数

シ
ラ
カ
シ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど

4，

0
0
0
本
、
サ
ク
ラ
2
5
0
本

参
加
人
数

1，

1
0
0
人

第
2
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
12
年
9
月
2
日
　
　

広
島
県
東
城
町
「
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

テ
ー
マ

「
住
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
考
え
る
」

基
調
講
演

千
葉
喬
三
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

遠
藤
晏
史
氏
（
東
城
町
長
）
ほ
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

千
葉
喬
三
氏

参
加
人
数

4
0
0
人

第
4
回
植
樹
会

◆
平
成
12
年
10
月
21
日
　
　

広
島
県
東
城
町
「
町
民
の
森も

林り

」

植
樹
面
積

1.5
ha

植
樹
本
数

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
コ
ブ
シ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど

4，

0
0
0
本

参
加
人
数

1，

0
0
0
人

第
5
回
植
樹
会

◆
平
成
12
年
11
月
12
日
　
　

岡
山
県
久
世
町
「
野
鳥
の
森
」

植
樹
面
積

0.8
ha

植
樹
本
数

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
な
ど
3
1
6
本

参
加
人
数

3
0
0
人

第
6
回
植
樹
会

◆
平
成
13
年
5
月
19
日
　
　

岡
山
市
西
大
寺
新
地
「
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

植
樹
面
積

0.5
ha

植
樹
本
数

シ
ラ
カ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど

2，

2
0
0
本

参
加
人
数

8
0
0
人

森
林
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

場
所
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
山
の
地
盤
を
守
り
、
雨
水

を
蓄
え
る
な
ど
の
国
土
や
生
活
環
境
の
保
全
に
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
機
能
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
植
樹
を
通
じ
て
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
、
山
陽
新
聞
社
の

環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
つ
く
ろ
う
！
　
ふ
れ
あ
い
の

森
」。
こ
れ
か
ら
何
十
年
も
か
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
結
果

の
出
る
取
り
組
み
で
す
が
、
植
樹
会
に
参
加
し
た
人
、

特
集
記
事
を
読
ん
だ
人
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
未
来
へ
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
、
大
き
な
視
野
で
環
境
に
対
す
る
意
識

の
向
上
に
貢
献
す
る
山
陽
新
聞
社
。
広
告
紙
面
で
も
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
日
本
新
聞
協
会
が
主
催
す
る

「
新
聞
広
告
賞
」
で
、
同
賞
創
設
以
来
２０
年
間
の
受
賞

は
、
ダ
ブ
ル
受
賞
を
含
め
広
告
賞
７
回
、
同
賞
に
次
ぐ

奨
励
賞
が
１４
回
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
平
成
４
年

度
は
、「
山
陽
新
聞
環
境
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
平
成

山
陽
新
聞
社
の
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
つ
く
ろ
う
！
ふ
れ
あ
い
の
森
」
第
2
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
山
陽
新
聞
社
、
山
陽
会
、
東
城
町
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
主
催
）
が
、
広

島
県
東
城
町
、
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
住
民
参
加
の
森
づ
く
り
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
約
4
0
0
人
の
参
加
者
と
と
も
に
、

森
林
と
人
と
の
か
か
わ
り
方
を
探
り
ま
し
た
。
東
城
町
長
の
遠
藤
晏
史
氏
は
「
町
内
に

整
備
し
て
い
る
『
町
民
の
森
林
（
も
り
）』
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ふ
れ
あ
う
こ
と

の
で
き
る
森
。
こ
れ
を
拠
点
に
森
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」。
ま
た
東
城
町
森
林
景
観

形
成
協
議
会
委
員
の
小
田
恵
子
氏
は
「
森
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
伝
承
す
る
場
。
祖
父

母
、
親
な
ど
か
ら
子
へ
の
伝
承
な
ど
、
世
代
間
交
流
を
積
極
的
に
行
わ
な
い
と
、
貴
重

な
知
恵
や
文
化
が
途
絶
え
て
し
ま
う
」
な
ど
と
提
言
し
ま
し
た
。

鉱
物
イ
ン
キ
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
従

来
の
イ
ン
キ
に
は
芳
香
族
成
分
（
揮
発
性
有
機

化
合
物
）
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
印
刷
物
特

有
の
臭
気
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー
で

は
「
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
イ
ン
キ
」
と
し
て
、

ア
ロ
マ
フ
リ
ー
溶
剤
（
芳
香
族
成
分
を
含
ま
な

い
溶
剤
）
お
よ
び
大
豆
油
を
素
材
に
し
た
環
境

対
応
型
イ
ン
キ
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン

キ
は
芳
香
族
成
分
を
減
ら
し
、
臭
い
の
発
生
を

抑
制
。
イ
ン
キ
の
製
造
・
使
用
・
廃
棄
時
に
有

害
物
質
を
排
出
せ
ず
、
印
刷
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

も
容
易
に
し
て
い
ま
す
。

山
陽
新
聞
社
で
は
、
環
境
対
応
型
イ
ン
キ

の
テ
ス
ト
印
刷
を
実
施
し
、
発
色
性
や
着
肉
性

な
ど
を
確
認
。
鮮
明
で
刷
り
上
が
り
の
状
態
も

よ
く
、
カ
ラ
ー
イ
ン
キ
は
１
９
９
９
年
４
月
か

ら
、
墨
イ
ン
キ
は
同
年
１０
月
か
ら
採
用
。
エ
コ

マ
ー
ク
商
品
に
認
定
さ
れ
た
、
東
洋
イ
ン
キ
、

ザ
・
イ
ン
ク
テ
ッ
ク
、
サ
カ
タ
イ
ン
ク
ス
、
日

本
新
聞
イ
ン
キ
の
計
４
社
か
ら
環
境
対
応
型
イ
ン
キ
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
対
応
型
イ
ン
キ
の
環
境
面
で
の
利
点
は
①

使
用
溶
剤
中
の
芳
香
族
成
分
が
0.5
％
と
極
め
て
少
な
い

た
め
、
大
気
汚
染
の
原
因
物
質
や
臭
気
、
皮
膚
刺
激
性

が
低
減
で
き
る

②
従
来
の
石
油

系
溶
剤
に
比

べ
、
生
分
解
性

（
土
中
の
埋
め

立
て
処
理
で
も

分
解
し
や
す

い
）
に
優
れ
て

い
る
③
印
刷
物

の
脱
墨
性
が
よ

い
│
な
ど
の
優

れ
た
点
が
あ
り

ま
す
。

創
刊
1
2
0
周
年
地
域
貢
献
事
業

環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
つ
く
ろ
う
！
ふ
れ
あ
い
の
森
」

環
境
問
題
が
世
界
的
規
模
で
深
刻
に
な
る
中
、
山
陽

新
聞
社
で
は
環
境
問
題
を
２１
世
紀
の
地
球
的
テ
ー
マ
と

位
置
付
け
、
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
に
創
刊
１
２

０
周
年
記
念
の
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
環
境
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
つ
く
ろ
う
！
　
ふ
れ
あ
い
の
森
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
山
陽
新
聞
グ
ル
ー
プ
、
山
陽
会
（
山
陽
新
聞

販
売
所
で
組
織
）
と
と
も
に
、
植
樹
会
や
講
演
会
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
が
果
た
す
役
割
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
い
、
森
林
の
再
生
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
柱
と
な
る
植
樹
会
は
、
毎
年

春
と
秋
、
年
間
数
カ
所
で
開
催
。
自
治
体
や
企
業
な
ど

か
ら
土
地
の
提
供
を
受
け
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

で
、
そ
の
土
地
に
合
っ
た
苗
木
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

植
樹
す
る
苗
木
の
一
部
も
社
員
の
手
で
育
て
よ
う
と
、

拾
っ
て
き
た
ド
ン
グ
リ
を
毎
年
植
え
て
育
て
て
お
り
、

植
樹
会
で
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
紙
面
で
の
連
載
企
画
や
特
集
記
事

の
掲
載
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１１
年
か
ら

こ
れ
ま
で
に
岡
山
県
と
広
島
県
で
植
樹
会
を
６
回
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
平
成
11
年
4
月
21
日

岡
山
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
」

テ
ー
マ
「
21
世
紀
の
森
づ
く
り
を
考
え
る
」

基
調
講
演

河
合
雅
雄
氏

（
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト

森
本
幸
裕
氏
（
大
阪
府
立
大
学
教
授
）
ほ
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

千
葉
喬
三
氏
（
岡
山
大
学
農
学
部
教
授
）

参
加
人
数

3
0
0
人

岡山 

高松 

玉野 笠岡 

倉敷 

福山 

広島 

津山 

岡山県 

広島県 

香川県 

本社 

支社 

支局 

備
後
版 

全
県
版 

高
梁
・
新
見
圏
版 

倉
敷
・
総
社
圏
版 

倉
敷
市
民
版 

岡
山
市
民
版 

東
備
版 

美
作
版 

津
山
市
民
版 

玉
野
圏
版 

笠
岡
・
井
原
圏
版 

香
川
版 

山陽新聞の地域版と通信網 
真
庭
圏
版 

第
１
回
植
樹
会

◆
平
成
11
年
4
月
29
日

岡
山
県
長
船
町
「
長
船
美
し
い
森
」

植
樹
面
積

0.5
ha

植
樹
本
数

シ
イ
、
カ
シ
な
ど
4，

0
0
0
本

参
加
人
数

1，

2
0
0
人

第
2
回
植
樹
会

◆
平
成
11
年
11
月
28
日
　

岡
山
県
赤
坂
町
「
灯

と
も
し

の
森
」

植
樹
面
積

0.5
ha

植
樹
本
数

カ
シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
1，

4
0
0
本

参
加
人
数

5
0
0
人

大豆油インキ
インキ中の石油系溶剤と乾性油の全部または一部を大豆油に置換して

製造したインキ。1970年代に起きたオイルショックの際、印刷インキ
に使用されていた炭化水素系オイルの代用品として使われ出したもので
す。本誌「環境」もこのインキで印刷しています。

心に緑を育てよう－。岡山県赤坂町町苅田の「灯（ともし）の森」
で開かれた、山陽新聞社創刊120周年記念事業・環境キャンペーン
「つくろう！ふれあいの森」第2回植樹会（山陽新聞社、山陽会、赤坂町
主催）に、岡山、倉敷市、赤坂町など県内各地から親子連れなど500人
が参加。ポットの苗木をていねいに植えました。会場では、赤坂町の
子どもたちによる「砂川清流太鼓」の演奏、タラヨウ（モチノキ科）の
記念植樹、「どんぐりクイズ大会」などが繰り広げられました。

（注）上記のほか、東京、
大阪支社があります。
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年
後
に
完
成
予
定
の
公
共
下
水
道
「
新
見
浄
化
セ
ン
タ

ー
」
で
発
生
す
る
処
理
水
を
再
利
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

で
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
先
が
け
て
、
新
見
市
立
思
誠
小
学
校
の
児

童
と
と
も
に
育
て
た
約
１，

６
０
０
匹
の
メ
ダ
カ
を

新
見
市
下
水
道
課
前
の
池
に
放
流
。
そ
こ
で
自
然
繁
殖

さ
せ
た
メ
ダ
カ
を
、
新
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
記
念
式

典
の
時
、
ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
流
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
に
は
「
阿
新
メ
ダ
カ
を
育

て
る
会
」
を
結
成
。
新
見
市
長
の
石
垣
正
夫
さ
ん
も
個

人
で
会
員
と
な
り
、
自
宅
で
メ
ダ
カ
の
飼
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

中
井
さ
ん
は
、「
メ
ダ
カ
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
思
っ

て
、
今
の
川
や
用
水
路
に
メ
ダ
カ
を
放
流
し
て
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
水
草
が
生
え
な
い
か
ら
繁
殖
で
き
な

い
し
、
山
あ
い
の
田
ん
ぼ
の
水
路
は
流
れ
が
急
で
す
。

メ
ダ
カ
は
緩
や
か
な
流
れ
で
な
い
と
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
メ
ダ
カ
を
復
活
さ
せ
る
に
は
メ
ダ
カ
池
を
作
っ
て

自
然
繁
殖
さ
せ
る
の
が
一
番
い
い
よ
う
で
す
。『
阿
新

メ
ダ
カ
を
育
て
る
会
』
で
も
、
昨
年
、
哲
多
町
に
メ
ダ

カ
池
を
作
り
、
メ
ダ
カ
を
放
流
し
ま
し
た
。
今
後
も
順

次
こ
の
地
域
に
メ
ダ
カ
池
を
作
っ
て
自
然
繁
殖
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
続

け
た
い
と
優
し
く
微
笑
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
井
さ
ん
が
「
理
想
的
な
池
」
と
絶
賛
さ

れ
る
、
休
耕
田
を
利
用
し
て
作
っ
た
メ
ダ
カ
池
で
、
メ

ダ
カ
を
自
然
繁
殖
さ
せ
て
い
る
大
佐
町
立
刑
部
お
さ
か
べ

小
学
校

を
訪
ね
ま
し
た
。

大
佐
町
立
刑
部
小
学
校
（
船
越
孝

則
校
長
・
児
童
数
１
２
６
名
）
は
、

町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
そ
の
近
く

に
は
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
で
有
名
な
大

佐
山
（
標
高
９
９
８
ｍ
）
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。
校
舎
の
中
は
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
雰
囲
気
。
児
童
た
ち
が
元

気
な
あ
い
さ
つ
で
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
新
見
阿
哲
小
学
校
理
科
研
究

会
で
メ
ダ
カ
の
研
究
を
行
っ
て
き
た

山
本
公
孝
教
諭
に
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
後
、
学
校
の

そ
ば
の
休
耕
田
を
利
用
し
て
作
っ
た
メ
ダ
カ
池
に
案
内

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

メ
ダ
カ
池
は
、
出
来
て
１
年
余
り
と
は
思
え
な
い

程
、
水
草
が
繁
茂
し
、
周
囲
の
環
境
に
馴
染
ん
で
い
ま

す
。
池
の
縁
を
歩
く
と
、
メ
ダ
カ
の
群
れ
が
サ
ッ
と
移

動
し
ま
す
。
２
つ
の
池
の
間
に
設
け
ら
れ
た
観
察
路
か

ら
見
る
と
、
浮
き
草
の
陰
か
ら
大
き
な
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

クロメダカを放流する子どもたち。新見阿哲小学校理科研究会では「自
然とふれあう喜びを感じ、生き生きと自然に働きかける子ども」をテー
マに学習を展開（平成11年度）。他校の友達とのビデオレターやＥメー
ルなどにより、学級や学校の枠を越えた広い連帯感の中でメダカの復活
をめざしました。この学習は第32回全国理科研究大会で発表されました。

大佐町立刑部小学校

新見市立思城小学校

哲西町立矢神小学校

哲
西
町
立
矢
神
小
学
校
で
の
メ
ダ
カ
の
授
業

矢
神
小
学
校
（
高
木
伸
親
校
長
・
児
童
数
77
名
）
で

は
、
地
域
人
材
の
中
井
さ
ん
を
招
い
て
、
5
年
生
を

対
象
に
メ
ダ
カ
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
で
一
番
小
さ
い
淡
水
魚
（
約
4
㎝
）
で
あ
る
メ

ダ
カ
の
特
徴
や
飼
い
方
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
処

置
、
増
や
し
方
な
ど
を
興
味
深
く
学
習
し
ま
し
た
。

中
井
さ
ん
は
、
「
メ
ダ
カ
が
自
由
に
動
き
ま
わ
る
豊

か
な
自
然
の
復
活
が
夢
で
す
」
。
そ
し
て
「
弱
い
も

の
に
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が

仲
良
く
や
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

●
話
を
聞
い
て
、
メ
ダ
カ
は
病
気
に
な
っ
て
も
治
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
病
気
に
な
っ
た
ら
「
塩
水
」
が

い
い
そ
う
で
す
。「
メ
ダ
カ
に
は
『
羽※

』
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
聞
い
た
時
、
私
は
そ
ん
な
わ
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
本
当
は
、
水
鳥
が
川
を
歩
い
て
メ
ダ
カ
の

卵
が
足
に
つ
い
て
、
水
が
あ
る
所
に
行
く
と
卵
が
水
鳥

の
足
か
ら
離
れ
て
、
そ
こ
で
育
つ
そ
う
で
す
。
少
し
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

赤
木
美
咲

●
中
井
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
て
、
メ
ダ
カ
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
ま
し
た
。
僕
は
メ
ダ
カ
の
病
気
を
知
り
ま
し

た
。
ま
ず
尾
ぐ
さ
れ
で
し
っ
ぽ
が
何
か
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
白
い
点
々
が
出
る
そ
う
で
す
。
す
ご
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
愛
媛
の
人
か
ら
た
っ
た
15
匹
も
ら
っ
た
の

に
、
今
で
は
1，
0
0
0
匹
以
上
に
な
っ
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

小
川
章
弘

※「空とぶメダカ」ポプラ社　地球ふしぎ発見シリーズ　絶滅危惧種

も
の
を
並
べ
、
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
水
槽
の

中
に
は
、
メ
ダ
カ
が
卵
を
産
み
付
け
や
す
い
シ
ュ
ロ
の

皮
が
入
っ
て
お
り
、
中
井
さ
ん
は
毎
日
、
そ
こ
に
産
み

付
け
ら
れ
た
卵
を
１
つ
１
つ
探
し
て
取
り
出
し
、
別
の

水
槽
に
入
れ
て
育
て
て
い
ま
す
。
中
井
さ
ん
が
メ
ダ
カ

を
飼
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
頃
、
メ
ダ
カ
は
私
に
楽
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
メ
ダ
カ
と
遊

ん
だ
楽
し
い
記
憶
は
、
年
を
取
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
メ
ダ
カ
を

見
か
け
な
い
な
あ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
６０
年

位
前
は
い
っ
ぱ
い
い
た
の
に
、
用
水
路
や
田
ん
ぼ
を
い

く
ら
探
し
て
み
て
も
い
な
い
の
で
す
。
も
う
会
え
な
い

の
か
と
思
っ
て
い
た
平
成
６
年
、
テ
レ
ビ
で
愛
媛
県
に

メ
ダ
カ
を
育
て
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
こ

で
１５
匹
の
ク
ロ
メ
ダ
カ
を
譲
り
受
け
て
来
ま
し
た
。
こ

の
年
は
冬
で
も
ヒ
ー
タ
ー
を
か
け
て
育
て
、
１
年
間
で

約
３
０
０
匹
に
な
り
、
今
で
は
毎
年
１，

０
０
０
匹
増

や
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
５，

０
０
０
匹
以
上
は
み

な
さ
ん
に
配
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」。

早
く
か
ら
メ
ダ
カ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
付

き
、
１
人
で
メ
ダ
カ
の
飼
育
を
始
め
た
中
井
さ
ん
。
メ

ダ
カ
を
飼
い
た
い
と
言
う
人
に
無
料
で
分
け
た
り
、
飼

い
方
を
教
え
て
い
る
う
ち
に
メ
ダ
カ
飼
育
の
輪
は
だ
ん

だ
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

阿
新
地
域
の
小
学
校
で
も
メ
ダ
カ
の
研
究
を
テ
ー
マ
に

し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
中
井
さ
ん
は
小
学

校
に
メ
ダ
カ
を
寄
贈
し
た
り
、飼
い
方
を
指
導
し
た
り
、

ま
た
、
地
域
人
材
と
し
て
理
科
の
時
間
に
メ
ダ
カ
に
つ

い
て
の
授
業
を
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
１
９
９
８
年
（
平
成
１０
年
）、
３

最
近
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
メ
ダ
カ

の
復
活
を
願
い
、
約
６
年
前
か
ら
阿
新
地
域
で
メ
ダ
カ

を
育
て
、
小
学
校
や
地
域
の
人
々
に
寄
贈
し
た
り
、
池

な
ど
に
放
流
し
た
り
し
て
い
る
中
井
恒
夫
さ
ん（
７４
歳
）

が
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
名
人
と
呼
ば
れ
、「
阿
新
メ
ダ
カ

を
育
て
る
会
」
会
長
で
も
あ
る
中
井
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。新

見
市
の
市
街
地
、
住
宅
街
に
あ
る
中
井
さ
ん
の
お

宅
で
は
、
庭
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
水
槽
に
し
た

2000年（平成12年）、環境省のレッドデータブックの見直しで、新た
にメダカが絶滅危惧種に指定されました。昔からどこにでもいる身近な存
在として親しんできたメダカが、岡山県北部でも見かけなくなっています。
そのような中、約6年前から、メダカを復活させようと取り組んでいる阿
新地域（新見市・大佐町・神郷町・哲西町・哲多町）の人々や小学校を取
材しました。

中井さんのメダカ飼育風景。発泡スチロール製の箱は水槽よりも水の量
が多く、太陽の光も浴びられるなど自然とほぼ同じ環境なので繁殖させ
やすいそうです。メダカは15～25℃の水温に適し、北海道を除く日本
全国に棲息しています。産卵後約10日～14日でふ化します。

新見浄化センター
新見市公共下水道の核施設となる水処理施設。2001年4月25日の通水記念式には、処理水を
再利用したビオトープの人工水路（幅2～6m 、長さ約60m ）に、新見市立思誠小学校と阿
新メダカを育てる会が繁殖させたメダカ約1,000匹が放流されました。植栽も茂り、地域に親
しまれる憩いの場となっています。

環 　　　境 
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ん
に
相
談
し
た
り
、
ク
ロ
メ
ダ
カ
を
分
け
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
取
り
組
み
で
メ
ダ
カ
を
増
や

し
、
新
見
阿
哲
の
自
然
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
放

流
し
ま
し
た
が
、
ど
の
場
所
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
「
メ
ダ

カ
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
昔
の
よ
う
な
自
然
の
ま
ま

の
池
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
き

ま
し
た
。

刑
部
小
学
校
で
は
、
平
成
１２
年
５
月
、
子
ど
も
た
ち

の
声
を
聞
い
た
刑
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
小
学
校
横
の
水
田
に
メ
ダ
カ
用
の

池
（
幅
２
ｍ
、
長
さ
１０
ｍ
）
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
池

に
は
、「
阿
新
メ
ダ
カ
を
育
て
る
会
」
会
員
の
新
見
市

長
さ
ん
が
増
や
さ
れ
た
数
百
匹
の
メ
ダ
カ
を
放
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
メ
ダ
カ
の
世
話
を
一
生
懸
命
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
推
定
８
０
０
匹
位
い
た
メ
ダ
カ
が

２，

０
０
０
〜
３，

０
０
０
匹
位
に
繁
殖
し
、
み
ん
な

喜
ぶ
と
同
時
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
メ
ダ
カ
池
で
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
メ
ダ
カ
が
繁
殖

し
た
の
か
を
子
ど
も
達
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
の
メ
ダ
カ
池
を
通
し
て
自
然
の
法
則
の
す
ば
ら
し

さ
や
神
秘
性
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
感
動
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

平
成
１３
年
３
月
に
は
池
の
大
き
さ
を
２
倍
に
し
て
も

ら
い
、
幅
が
４
ｍ
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
目
に
な
る
こ

新
見
阿
哲
理
科
教
育
研
究
会
で
メ
ダ
カ
の
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
平
成
１０
年
度
の
こ
と
で
す
。

野
生
の
メ
ダ
カ
が
棲
め
る
よ
う
な
自
然
環
境
が
ど
ん

ど
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、

メ
ダ
カ
を
増
や
し
自
然
に
戻
し
て
や
ろ
う
…
「
ク
ロ

メ
ダ
カ
を
再
び
こ
の
町
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
見
阿
哲
の
野
生
の
メ
ダ
カ
（
ク
ロ
メ
ダ
カ
）
の

棲
息
実
態
調
査
の
結
果
、
新
見
市
の
お
寺
の
池
と
哲

西
町
の
農
業
用
水
路
と
鯉
が
窪
池
な
ど
数
カ
所
だ
け

に
棲
息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
用
水
路
の
底
が
土
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
え
ら
れ
た
た
め
、
水
草
が
な

く
な
っ
た
こ
と
と
、
水
の
流
れ
が
速
く
な
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、「
野
生
の
メ
ダ
カ
を
い

っ
ぱ
い
増
や
し
て
、自
然
の
中
に
放
し
て
や
り
た
い
」

と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
見
の
メ
ダ
カ
名
人
と
い
わ
れ
て
い
る
中
井
恒
夫
さ

の
池
に
は
、
メ
ダ
カ
だ
け
で
な
く
様
々
な
生
き
物
が

棲
み
つ
い
て
い
ま
す
。
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
イ
ト
ト
ン
ボ

（
ヤ
ゴ
）、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
な
ど
、
そ
の
種
類
は
増
え

て
い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
の
中
に
は
メ
ダ

カ
以
外
の
生
き
物
に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
も
い
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
棲
み
つ
い
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
野
生
の
メ
ダ
カ
が
泳
い
で
い
た
所
で

も
、
用
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
メ
ダ
カ

は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
農
業
の
効
率
と
便
利
さ
を

考
え
れ
ば
と
て
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
自
然
の

生
き
物
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
悲
し
い
出
来
事
な
の

で
す
。

今
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
自
然
と
人
間
の

共
生
の
道
を
模
索
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
昔
な
が
ら

の
自
然
環
境
を
残
し

て
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

鳥取県 

大佐町 

お
さ
か
べ 

お
お
い
の 

真
庭
郡 

新見市 

神郷町 

哲多町 

にいみ 

たかせたかせ たかせ 
ちゃ 

ゆの 

広島県 

かみいち 

哲西町 
ほ
ん
ご
う 

からまつ 

くさま 
高梁市 

上房郡 

岡山へ 
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文 
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●
ク
ロ
モ
や
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が
繁
殖
す
る
こ
と
で
水
が
と
て
も
き
れ
い
に

な
り
、
卵
を
産
み
付
け
る
場
所
も
多
く
な
っ
た
。

●
水
田
の
肥
沃
な
泥
は
、
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
繁
殖
を
促

進
し
、
常
に
大
量
の
エ
サ
が
あ
っ
た
。

刑
部
小
学
校
教
諭
　
山
本
公
孝

新見阿哲地区メダカマップ（平成10年10月版）

①哲西町畑木付近の小川
②哲西町矢田　
③哲西町大野部から
哲多町田渕地区にかけて

刑部小学校のメダカ池。クロモが水田に根を張り、
メダカ池全体に生い茂っています。クロモは水中
に大量の酸素を放出し、かくれ場所になったり、
産卵場所になります。

コンクリート化された用水路

た
ち
の
願
い
が
強
ま
り
、
作
ら
れ
た
メ
ダ
カ
池
。
子
ど

も
た
ち
は
メ
ダ
カ
を
通
し
て
自
然
環
境
と
社
会
と
の
関

わ
り
な
ど
広
い
視
野
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と

で
し
ょ
う
。

私
た
ち
人
間
の
営
み
に
よ
る
環
境
の
変
化
が
、
他
の

生
き
も
の
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
、
絶
滅
の
危
機

に
瀕
す
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
１
つ
の
種

の
絶
滅
は
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
や
が
て
は
人
間
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
経
済
性
や
効
率
化
、
便
利
で
快
適
な

生
活
な
ど
を
求
め
る
私
た
ち
は
、
同
時
に
い
か
に
自
然

と
共
存
し
て
い
く
か
を
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

メ
ダ
カ
復
活
を
め
ざ
す
阿
新
地
域
の
人
々
や
小
学
校

の
取
り
組
み
は
、
身
の
回
り
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
命
を
大
切
に
す
る
、

弱
い
も
の
に
愛
情
を
持
つ
と
い
っ
た
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
に
も
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
取
り
組
み
で
も
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ル
が
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
た
り
、
岸
辺
で
は

き
れ
い
な
色
の
イ
ト
ト
ン
ボ
が
羽
を
休
め
て
い
た
り
し

ま
す
。
メ
ダ
カ
池
が
出
来
た
こ
と
で
周
囲
の
生
き
も
の

を
呼
び
込
み
、
昔
の
ま
ま
の
自
然
の
ビ
オ
ト
ー
プ
が
創

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
の
天
敵
ヤ
ゴ
も
い
ま
す

が
、
自
然
の
状
態
を
大
切
に
し
た
い
と
山
本
先
生
は
言

わ
れ
ま
す
。

メ
ダ
カ
池
の
観
察
に
５
年
生
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

み
ん
な
メ
ダ
カ
池
が
大
好
き
で
、
こ
こ
に
来
る
の
が
楽

し
み
だ
と
か
。
池
か
ら
水
草
を
取
り
出
し
て
何
か
を
探

し
て
い
た
児
童
が
、「
卵
が
あ
っ
た
よ
！
」
と
メ
ダ
カ

の
卵
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
水
草
に
着
い
た
卵
は
、

直
径
１
㎜
程
の
透
明
の
球
形
。
小
さ
な
泡
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
触
る
と
意
外
に
固
く
、
ね
ば
ね
ば
し
た
も

の
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
た
な
場
所
で
繁
殖

す
る
た
め
の
生
き
物
の
知
恵
。
メ
ダ
カ
の
生
態
の
観
察

を
通
し
て
種
の
存
続
へ
の
知
恵
、
生
命
の
不
思
議
に
感

動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

メ
ダ
カ
の
探
索
・
飼
育
・
放
流
と
い
う
学
習
の
中

で
、「
ク
ロ
メ
ダ
カ
を
増
や
し
た
い
」
と
い
う
子
ど
も

メダカ池でメダカの観察をする5年生。メダカが生き生きと自然繁殖できる池は、子どもたち
にとっても何だかホッとする場所になっています。この池で増えたメダカは申し込みがあった
阿新地域の小学校に分けます。また、この池を見て昔ながらの自然を思い出し、メダカを飼っ
てみたいという地域の人が出るなど多くの人々が関心を寄せています。
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子
ど
も
た
ち
の
科
学
離
れ
が
話
題
と
な
る
昨
今
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
決
し
て
科
学
が
嫌
い
な
わ
け
で
は

な
く
、
本
当
は
大
好
き
。
楽
し
く
実
験
す
る
な
ど
、
人

間
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
最
良

の
方
法
な
の
だ
そ
う
で
す
。
倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
未
来
の
科
学
者
や
宇
宙

飛
行
士
へ
向
か
っ
て
、
大
き
な
夢
を
育
て
て
い
る
子
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

展
示
室
の
大
き
な
特
徴
は
、「
見
て
、
触
れ
て
、
体
験
で
き
る
」

参
加
体
験
型
の
展
示
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ワ
ッ
ト

の
蒸
気
機
関
の
模
型
や
Ｈ
ー
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン

の
実
物
な
ど
大
き
な
も
の
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
、
3
Ｄ
映
像
ま
で
様
々
な
科
学
展

示
が
体
験
で
き
ま
す
。
展
示
室
の
特
設
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
人
間

同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、

随
時
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
科
学
実
験
が
行
わ
れ
、
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
天
体
観
望
会
、
科
学
実
験
教
室
、

科
学
工
作
教
室
な
ど
実
に
多
彩
な
企
画
が
年
間
を
通
じ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

福田公園 

市役所 

倉敷科学センター 
（ライフパーク倉敷内） 

古城池 
トンネル 

至岡山 

至岡山 

至岡山 至児島 至水島 

至水島 

至広島 

至広島 

山陽本線 

伯
備
線 

水島 
I.C

早島 
I.C

国道430号線 

一
文
字
樋
の
輪
線

国道2号線 

国道429号線 
古
城
池
線 

瀬
戸
中
央
自
動
車
道 

山
陽
自
動
車
道 

大
高
街
道

古城
池線
 

N

倉敷駅 

倉敷科学センター

〒712-8046 倉敷市福田町古新田940 ライフパーク倉敷
TEL 086-454-0300 FAX 086-454-0305
ホームページ http://www.city.kurashiki.okayama.jp/kuracity/lifepark/ksc/

●開館時間
午前9時～午後5時
（入館は4時30分まで）
●休館日
原則として、毎週月曜日
・祝日・年末年始
●入館料
展示室/大人400円 小人100円　
プラネタリウム/大人400円 小人200円
全天周映画/大人400円 小人200円
プラネタリウム＋全天周映画
/大人600円 小人300円

利用案内

情報の科学 

宇宙の科学 

倉敷の産業 

シンボルゾーン 

物質の科学 

生命の科学 

研究室 

受付 

実験コーナー 

Q&A

特別展示室 

シミュレーションシアター 

●科学実験教室
葉脈でオリジナルしおりづくり
熱中！熱を使ったおもしろ実験
空気パワーの秘密をさぐろう！

●科学工作教室
太古の虫入り琥珀磨きに挑戦！
電子工作入門　電線ゲームイライラ棒
ミニロケットを発射しよう

●親子科学教室
親子で楽しむ！紙すきで年賀状づくり
親子で楽しむ！凧づくり
親子で楽しむ！砂糖とアメの科学

●天文教室
天体写真の基礎

●天体観望会
（申込み不要、星が見えない場合はプラネタリウムで実施）
19:00～20:30 
9／22(土)・10／13(土)・11／24(土)・12／8(土)・
1／19(土)・2／16(土)・3／9(土)

9／9（日）
11／18（日）
2／3（日）

11／11（日）
1／27（日）
2／17（日）

12／2（日）
12／16（日）
3／3（日）

2／2（土）

科学実験教室風景
なぜ？どうして？年間を通して楽しいプログラム満載の科学

講座。科学への興味がますます湧いてきます。このほかにも毎
月第2・第4土曜日には、参加自由の「公開教室」が行われて
います。

天体観望会風景
3階屋上広場には口径

50cmの反射望遠鏡を備え
た天体観測室があり、年12
回の観望会には平均100人
が参加。月・木星・星雲な
どが人気を集めています。

2F

1F シンボルゾーン
18世紀末頃、ワットによ

って発明された蒸気機関を展
示。鉄を大量に作る技術と結
びついてイギリスで産業革命
が始まりました。そのほか、
アルキメデスのポンプやＨ－
Ⅱロケットなど偉大な発明の
数々が展示されており、現在
使われている道具やしくみの
源を学ぶことができます。

HーⅡロケット

ワットの蒸気機関

物質の科学
ギリシアの哲学者から現代の物理
学者まで物質のしくみを明らかした
人々を紹介したり、物質の構造、物
質からエネルギーを取り出す技術を
紹介しています。

人力発電エネルギー

宇宙の科学
150億光年のかなたまで広が

っている宇宙。宇宙はどのよう
にして出来たのか、地球はどん
な星なのか、模型や展示などで
知るコーナーです。

電波望遠鏡

平成13年度 科学講座スケジュール
このほかにもまだまだいっぱい！気軽に参加してみませんか！

る
こ
と
で
身
近
な
環
境
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
れ
ば
」

と
環
境
面
か
ら
の
解
説
に
も
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

ほ
か
宇
宙
や
天
体
の
興
味
深
い
話
題
を
提
供
す
る
「
テ
ー
マ
番

組
」
で
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
星
空
に
囲
ま
れ
な
が
ら
宇
宙

や
科
学
の
神
秘
を
探
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
新
た
な
試
み
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

★
全
天
周
映
画

幅
70
㎜
の
特
殊
ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
フ
ィ
ル

ム
を
魚
眼
レ
ン
ズ
を
通
し
て
ド
ー
ム
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
す
「
巨
大
映
画
」
は
、

臨
場
感
に
あ
ふ
れ
、
ま
る
で
映
像
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

近
年
で
は
、
町
の
明
か
り

な
ど
に
よ
る
「
光
害
」
や
空

気
の
汚
れ
な
ど
に
よ
り
、
住

ん
で
い
る
場
所
か
ら
星
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
高
性
能
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
投
映
機
で
星
空
を
忠

実
に
再
現
す
る
こ
と
で
、
星
空
本
来
の
美
し
さ
に
驚
き
と
感
動

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
天
文
技
師

に
よ
る
生
の
解
説
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
晩
の
倉
敷
で
の
星
空

を
解
説
す
る
「
今
夜
の
星
空
」
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
と

分
か
り
や
す
い
解
説
が
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
倉
敷
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
部
の
三
島
和
久
天
文
技
師
は
、「
星
空
を
眺
め

倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
型
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー

ン
で
星
空
と
映
画
を
観
る
「
宇
宙
劇
場
」
や
、
展
示
物

に
触
れ
、
操
作
し
、
体
験
す
る
遊
び
の
中
か
ら
科
学
の

原
理
や
法
則
に
気
付
く
よ
う
工
夫
さ
れ
た
参
加
・
体
験

型
の
「
展
示
室
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ

て
科
学
実
験
や
工
作
教
室
な
ど
多
彩
な
企
画
の
講
座
が

催
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
科
学
と
の
ふ
れ
あ

い
が
楽
し
め
る
科
学
館
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
直

径
21
ｍ
の
大
型
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
を
誇
る
宇
宙
劇
場
。
中
国

地
区
最
大
級
の
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン

い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
る
「
全
天
周
映
画
」
と
い
う
2
大
設

備
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
座
席
（
2
1
0
席
）
は
傾
斜
床
に

な
っ
て
お
り
、
星
の
世
界
と
迫
力
あ
る
映
像
の
世
界
が
た
っ
ぷ

倉敷科学センター

倉
敷
市
街
地
に
ほ
ど
近
い
福
田
公
園
北
隣
に
、
市

民
学
習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ

ン
タ
ー
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
備
え
た
生

涯
学
習
施
設
「
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
」
が
あ
り
ま
す
。

倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
中
の
一
つ
の
施
設
で
、

青
少
年
へ
の
科
学
普
及
を
目
的
に
、
1
9
9
3
年

（
平
成
5
年
）
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
層
に
支
持
さ
れ
、
昨
年
10

月
に
は
来
館
者
が
1
0
0
万
人
を
突
破
。
今
年
で
9

年
目
を
迎
え
る
人
気
の
施
設
で
す
。
近
く
に
水
島
工

業
地
帯
が
あ
る
た
め
、
学
校
の
校
外
学
習
や
修
学
旅

行
で
水
島
地
域
の
工
場
見
学
と
合
わ
せ
て
来
館
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
科
学
離

れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
事
に
す
る
倉
敷
科
学
セ
ン
タ
ー
。
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
ラ
イ
ブ
解
説
、
参
加
・
体
験
を
重
視
し

た
展
示
室
、
各
種
講
座
な
ど
、
21
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
気
軽
に
科
学
と
親
し

め
る
生
涯
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊プラネタリウム番組予定
9／ 6～11／25「宇宙飛行士をめざせ」
11／29～12／23「クリスマス特別投映」

＊全天周映画予定
7／12～'02 1／13「エベレスト」
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報 告 ー 

（ごみには一般廃棄物と産業廃棄物があります） 

《ごみのゆくえ》 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

最
高
気
温
35
℃
を
超
え
る

日
が
続
く
８
月
１
日
、元
気

い
っ
ぱ
い
の
親
子
連
れ
が
集

合
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら「
ご

み
の
ゆ
く
え
」
を
み
ん
な
で

探
り
に
行
き
ま
す
。 

「
こ
こ
で『
ご
み
』に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
！
」

研
修
室
に
入
り
、ス
タ
ッ
フ
が
資
料
や
ス
ラ
イ
ド

な
ど
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。 

「
す
ご
い
！
」ご
み
を
つ
か
む
巨
大
な
ク
レ
ー
ン
に

び
っ
く
り
！
中
央
操
作
室
を
見
学
し
ま
し
た
。 

こ
の
部
屋
で
は
最
新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、焼
却
炉
や
そ
の
他
の
設
備
の
運
転
を

自
動
化
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

●「プラスチックのごみ」について
ビデオ鑑賞 
 
●車窓から見える水島工業地帯に
ついて説明 

 
●川崎製鉄の広い構内では、普段
見ることができない荷台だけの
トラックなどにビックリ！ 

●家庭から出る一般廃棄物はごみ収集車が回収し、焼却場で焼却処分されます。その灰は
埋め立て処分されます。 

●工場などから出る産業廃棄物は、海を頑丈な護岸で仕切って造った水島産業廃棄物処分
場で埋め立て処分されます。水島産業廃棄物処分場では1979年（昭和54年）から埋
め立て処分を行っていますが、埋め立てできる容積がだんだん少なくなっています。 

●そこで、ごみの容量を減らしてから埋め立てようと水島クリーンセンターが作られました。
全国で初めての下水道汚泥（下水処理場から出てくるやわらかいどろ状のもの）を、廃プ
ラスチックを燃料として燃やす画期的な焼却施設です。  
●水島クリーンセンターで焼却処理すると、汚泥はおよそ10分の１になり、廃プラスチック
はほとんど消滅。ダイオキシンなどの有害なガスも出ません。また、焼却処理時に出る蒸
気を使って発電し、施設内の電力に有効活用しています。 

汚泥 

廃プラスチック 

講師役の中平課長代理 

制御室 
クレーンの操縦 

発電室 

環 　　　境 環 　　　境 

●うめ立てるところがなくなったらどうするのか
な？ 
●ゴミのうめ立て地にどのくらいのゴミの種類
がおいてあるのかを知りたい。 
●どのようにゴミをいれているのか、どのように
土をかぶせているのかをみたい。 

●もっとゴミをうめ立てるのを見たかったから。 

どの施設が一番興味深かったですか？ 
 

参加した方の声を聞きました 

①水島産業廃棄物処分場 

●いらないものをぜんぶゴミにしないで、リサイ
クルもしなくちゃと思いました。 
●ゴミのことやこれからどうしていけばいいか
などいろいろきけたから。 
●電気のさい利ようがあったなんてはじめてし
ったこと。 
●ゴミを処理するのはとっても大変で難しいこと。 
●うめ立て地がゴルフ場になるなんてしらなか
った。 

勉強になったことは 

●ゴミのことには、なかなか気づくことはない
けど、くわしくきけてよかったです。 
●クリーンセンターの見学で、いろんな事が分
かった。ゴルフ場がどうやってできたかとか
も分かったのでよかった。楽しかったです。ま
たきたいです。 

●昼食の時海が見えてきれいでした。今日はと
ても勉強になった。 

感じたこと 

●ますますゴミの分別やリサイクルに気をつけ、
ゴミを少なくできるよう気をつけたいと思い
ました。 
●クリーンセンターはいろいろな面でコストが
さがり、うまく循環できていると思う。下水汚
泥と廃プラの混焼など、いろいろな工夫がさ
れていることがわかりました。ゴミを燃やす
ためにゴミを使うという発想がすごいと思い
ます。 
●廃棄物が実際どういう経路をたどって最終的
に埋立てられるかということが分かりました。
下水道のゆくえを考えたこともありませんで
した。 
●ゴミの処理は、私たち一人ひとりの心がけ次
第で、家庭から始めないといけないと思います。
限られた資源を守るためにも。今日はたいへ
んお世話になりました。参加させていただい
て本当によかったです。 
●子どもたちも学校の授業で総合学習として環
境問題に取り組んでいます。今後ももっとも
っといろんな事に目を向けて勉強していけた
らと思うので、また参加させてやりたいです。
また企画してください。 
●子どもだけが環境の勉強をしても親に伝わら
ないことが多い中、この様に親子で体験、体
感できるということで、とてもよかったと思い
ます。もっとたくさんの人にこういう体験をし
てもらえたらいいなぁと思います。 

●クレーンを操縦してみたいと思ったから。 

②水島クリーンセンター 

保護者感想 

子どもたちの感想 

海
の
そ
ば
の
広
い

広
い
埋
め
立
て

処
分
場
は
、
き

れ
い
に
土
で
覆
っ

て
あ
り
ま
す
。

ま
だ
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
な
い
水

面
も
見
え
ま
し
た
。 

埋
め
立
て
の
済
ん
だ
所
が
、み
ん
な
が
気
軽
に
楽

し
め
る
ゴ
ル
フ
場
に
な
り
ま
し
た
。 
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
ゴ
ル

フ
場
の
中
を
見
学
。木
々

や
芝
の
緑
が
美
し
く
、

埋
め
立
て
処
分
場
跡

地
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

〈
バ
ス
移
動
〉 

「
愛
華
ち
ゃ
ん
の
地
球
」
ビ
デ
オ
鑑
賞 

バスで移動しながら見学 

記念撮影 

クラブハウスで昼食 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、全
員
が
「
ま
た
参

加
し
た
い
！
」
と
答
え
て
く
れ
た
今
回
の

見
学
会
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
だ
け

で
な
く
、こ
れ
か
ら
の
総
合
学
習
に
、

そ
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
、こ
の
体

験
を
も
と
に
み
ん
な
で
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 
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編 

集 

後 

記 

こ
ん
な
に
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て

い
る
の
に
、な
ぜ
い
な
く
な
っ
た

の
か
？
　
メ
ダ
カ
の
取
材
中
、頭

か
ら
消
え
な
か
っ
た
疑
問
。
急
な

傾
斜
が
多
い
県
北
で
は
、用
水
路

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
は
想
像
以

上
に
生
き
も
の
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

小
さ
な
悲
鳴
に
気
付
く
優
し
い

気
持
ち
と
、社
会
の
す
べ
て
に
環

境
の
視
点
を
持
ち
、行
政
も
住
民

も
み
ん
な
で
考
え
、努
力
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

●
表
紙
の
こ
と
ば 

日本で初めて、産業廃棄物埋立跡地が緑のオアシスに 
緑のじゅうたんがきれいな「水島ゴルフリンクス」で是非プレーしてみてください。 

くわしくはお電話にてお尋ねください 

〒712-8074  倉敷市水島川崎通1-19 
TEL086-440-1636　FAX086-440-1626

予約専用　TEL086-440-1616

有害廃棄物の研究で国際的に活動している「環太平洋
有害廃棄物研究及び管理協議会（ＰＢＣ）」の会員であ
る廃棄物学会では、「有害廃棄物の総合的管理－環境に
配慮した生産から廃棄物処分まで－」を主テーマに、Ｐ
ＢＣとともに第10回有害廃棄物国際会議を岡山で開催
します。全体会議、技術論文口頭発表、（財）岡山県環境
保全事業団関連施設見学等が行われます。 
●お問い合せ 
　港区芝5-1-9 豊前屋ビル5階 
　廃棄物学会事務局　2001ＰＢＣ岡山大会係 
　03-3769-5099

2001年環太平洋有害廃棄物国際会議 
岡山ロイヤルホテル（12/5） 
岡山大学（12/6・7） 

砂浜の清掃、稚魚の放流などが行われる。 
●お問い合せ 
　岡山県農林水産部水産課　086-226-7446

美しい海づくり「漁場保全のつどい」（第36回放魚祭） 
西脇海岸（牛窓町） 

湯原町の名峰「櫃ケ山」に三浴（森林浴、日光浴、温泉）

を楽しみながら登山してもらう。新鮮野菜のサービス、

原生林での天狗汁のサービス、足・真賀・郷緑温泉無料

サービス、クイズなど、多彩な催しも企画されている。 

●お問い合せ 　湯原町教育委員会　0867-62-2688

櫃ケ山ほっとスカイウォーク 
櫃ケ山正面登山口（湯原町） 

花満開の
草間草原

での「そ
ば打ち」

と「りんご
狩り」の

体験や、
自然が作

った巨大
な石門・

羅生門ま
でのウォ

ー

キング、観
光果樹園

での「り
んご狩り

」体験な
ど自然を

いっぱい
満喫でき

る、3つの
コースを

楽しめる
。 

●お問い
合せ 

　おかや
ま観光キ

ャンペー
ン推進協

議会 

　086-
233-18

02

晴れキャ
ンウォー

ク 

JR伯備線
井倉駅前

（新見市
） 

遊歩道コース及び周辺自然歩道のハイキング大会。 
●お問い合せ 
　西粟倉村産業建設課　0868-79-2111

中国自然歩道歩こう大会 
若杉天然林（西粟倉村） 

■スループレー 
　  12：00まで 
 ■ハーフプレー 
　  14：30まで 

9月末日まで 

上
質
な
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
が
使
用
さ
れ
て

い
る
牛
乳
パ
ッ
ク
。
ス
ー
パ
ー
の
回
収
箱

や
資
源
ご
み
で
の
回
収
が
定
着
し
て
き
ま

し
た
。
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う
に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
の
フ
イ
ル
ム
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
除
く

装
置
が
あ
る
製
紙
会
社
へ
運
ば
れ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を

原
料
と
し
て
い
る
商
品

に
は
「
牛
乳
パ
ッ
ク
再

利
用
マ
ー
ク
」
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

体
長
２０
〜
２５
㎜
。
北
米
大
陸
原
産
種
で
、
よ
く
似
た
日
本

在
来
種
の
キ
ゴ
シ
ジ
ガ
バ
チ
と
は
、
キ
ゴ
シ
ジ
ガ
バ
チ
が
黄

色
の
腹
柄
を
持
つ
の
に
対
し
、
本
種
の
細
い
腹
柄
は
、
通
常
、

黒
色
で
あ
る
こ
と
で
見
分
け
ら
れ
る
。

第
二
次
大
戦
中
、
太
平
洋
地
域
へ
の
米
軍
の
展
開
に
伴
っ

て
戦
略
物
資
と
共
に
ハ
ワ
イ
や
サ
イ
パ
ン
な
ど
を
経
由
、
１

９
４
５
年
に
日
本
へ
侵
入
し
た
。
こ
の
ハ
チ
に
は
泥
を
こ
ね

た
巣
を
建
物
の
壁
な
ど
か
た
い
物
に
く
っ
つ
け
て
つ
く
る
習

性
が
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

西
日
本
で
の
最
初
の
侵
入
地
点
は
伊
丹
空
港
で
、
ま
ず
大

阪
平
野
で
分
布
を
広
げ
、
岡
山
県
で
は
１
９
８
０
年
が
初
採

集
年
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
県
南
部
の
島
嶼
部
や
平
地
を

中
心
に
、
ハ
ナ
グ
モ
な
ど
の
カ
ニ
グ
モ
科
を
狩
っ
て
子
の
餌

と
し
、
勢
力
を
広
げ
て
い
る
。

一
方
、
近
似
の
習
性
を
持
ち
、
競
争
関
係
に
あ
る
キ
ゴ
シ

ジ
ガ
バ
チ
は
、
体
が
や
や
大
き
く
て
子
沢
山
の
ア
メ
リ
カ
ジ

ガ
バ
チ
に
よ
る
圧
迫
な
ど
で
、
激
減
し
て
い
る
。
野
生
動
物

界
の
厳
し
い
現
実
が
こ
こ
に
も
あ
る
。

（
青
野
孝
昭
）

ア
メ
リ
カ
ジ
ガ
ジ
ガ
バ
チ 
ア
メ
リ
カ
ジ
ガ
バ
チ

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
８
月
の

は
じ
め
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
気
温
計
が
３８
・

２
℃
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
た
ち
は

し
ゃ
べ
る
気
力
も
無
く
な
っ
て
、
呆
然
と
座
り

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

暑
い
日
中
に
は
動
物
た
ち
の
活
動
も
鈍
く

な
り
ま
す
が
、
夜
に
は
再
び
活
発
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
昆
虫
た
ち
は
子
孫
を
残
す
た
め
、

多
く
の
種
が
夜
に
活
動
し
ま
す
。
私
た
ち
は
そ

ん
な
昆
虫
を
調
べ
る
た
め
に
「
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ

プ
法
」
と
い
う
調
査
を
行
い
ま
す
。

「
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
法
」
と
は
夜
行
性
昆

虫
が
光
に
集
ま
る
習
性
を
利
用
し
た
調
査
法
で

す
。
一
般
的
に
は
蛍
光
灯
と
白
い
布
を
用
い
て

行
い
ま
す
が
、
光
源
に
は
昆
虫
の
好
む
紫
外
線

を
よ
く
発
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
（
お
肉
屋
さ

ん
で
殺
菌
や
肉
の
色
を
よ
り
よ
く
見
せ
る
た
め

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
や
光
量
の
大
き
い

水
銀
灯
（
公
園
の
野
外
灯
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
）
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
白
い
布
は

光
の
反
射
材
で
あ
り
、
集
ま
っ
た
昆
虫
が
掴
ま

る
場
所
と
な
り
ま
す
。

採
集
さ
れ
る
昆
虫
は
場
所
や
季
節
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
日
の
時
間
帯
で
も
違

い
が
あ
り
ま
す
。
日
没
直
後
に
は
カ
ゲ
ロ
ウ
の

仲
間
や
ユ
ス
リ
カ
、
ハ
ネ
ア
リ
な
ど
が
現
れ
、

時
に
は
白
い
布
が
真
っ
黒
に
な
る
ほ
ど
集
ま
り

ま
す
。
夜
が
更
け
る
に
つ
れ
こ
れ
ら
の
昆
虫
の

数
が
少
な
く
な
り
、
替
わ
っ
て
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類

（
カ
ブ
ト
ム
シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
仲

間
）
や
ガ
類
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
深

夜
に
な
る
と
、
数
も
種
類
も
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
時
に
珍
し
い
種
類
の
昆
虫
が
現
れ
た
り
し

ま
す
。

調
査
を
終
え
て
帰
り
支
度
を
す
る
と
、
白

い
布
に
付
い
て
い
た
虫
た
ち
が
車
の
中
ま
で
入

っ
て
き
て
、
狭
い
車
内
を
飛
び
回
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
何
度
も
車
を
止
め
て
は
虫
た
ち
を
追

い
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
つ
れ

て
帰
っ
た
ら
今
度
は
家
族
か
ら
攻
撃
を
受
け
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
。

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
と
い
う
と
７
〜
８
年
程

前
、
岡
山
市
内
で
調
査
を
し
た
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
調
査
地
は
集
落
の
裏
に
あ

る
山
林
で
、
車
で
上
に
登
る
道
が
な
か
っ
た
た

め
、
徒
歩
で
調
査
機
材
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
山
道
で
す
か
ら
、
帰
る
頃
に

は
辺
り
は
真
っ
暗
で
、
水
銀
灯
で
照
ら
し
な
が

ら
山
を
降
り
て
き
ま
し
た
。

翌
日
、
鳥
の
調
査
を
す
る
た
め
に
同
じ
調

査
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
早
朝
だ
と
い
う
の
に
近

所
の
お
ば
さ
ん
達
が
集
ま
っ
て
な
に
や
ら
騒
い

で
い
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
の
一
人
に
何
か
あ
っ

た
の
で
す
か
と
尋
ね
る
と
、
こ
う
仰
い
ま
し

た
。「
昨
日
の
晩
、
裏
山
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
出
た
の

よ
。
山
の
上
か
ら
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
、
降
り

て
消
え
た
の
。」（

環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

【
岡
山
の
昆
虫
】
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